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三
塚
様
は
九
五
年
十

一
月
、
銀
座
の
畳
座
敷
で
行
わ
れ
た

総
会
に
は
、
お
元
気
で
ご
出
席
さ
れ
(
写
真
会
誌
2
号
回
頁

中
段
左

二
人
の
右
)
、
そ
の
後
体
調
を
く
ず
さ
れ
て
ま
し
た
。

五
代
家
は
大
正
末
期
千
里
山
住
宅
開
設
と
と
も
に
入
植
、

そ
の
辺
り
の
こ
と
は
会
誌

2
号
羽
頁
上
段
に
祖
父
様
父
上

様
の
こ
と
が
大
宅
壮

一
氏
の
書
か
れ
た
「
千
里
山
」
に
載
っ

て
お
り
、
則
子
様
は
草
分
け
住
人
と
し
て
生
を
う
け
ま
し
た
。

晩
年
は
伊
豆
の
山
荘
に
住
み
、
愛
用
の
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
で

幼
少
の
頃
か
ら
お
好
き
な
ピ
ア
ノ
を
噌
ま
れ
、
緑
と
海
の
自

然
の
恵
み
の
中
で
生
涯
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

(
祖
父
玉
代
友
厚
様
は
大
阪
の
造
幣
局
証
券
取
引
所
等
の
生
み
の
親
)

十
回
生

東

維
明
様

九
八
年
の
総
会
に
大
津
か
ら
ご
出
席
に
な
り
ま
し
た
。

藤
田
田
様
と
盟
友
で
、
会
誌
2
号
に
「
回
想
」

の
こ
と
を
残
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

の
題
で
東
様

十
三
回
生

亀
(
宮
上
)
美
智
子
様

ご
病
床
か
ら
の
入
会
で
、
千
里
山
時
代
を
懐
か
し
く
思
わ

れ
て
ま
し
た
が
、
ご
出
席
で
き
な
い
ま
ま
の
ご
逝
去
で
し
た
。

十
七
回
生

ω
・
7

・
3
残

誉
田
秀
之
様

遠
州

一
ノ
宮
、
掛
川
の
事
任
八
幡
宮
の
宮
司
を
父
上
か
ら
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継
が
れ
て
の
ご
生
涯
で
し
た
。
九
八
年
の
総
会
に
出
席
さ
れ
、

そ
の
後
、
秋
は
七
五
三
の
時
期
で
出
席
で
き
な
い
の
を
い
つ

も
残
念
が
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

十
七
回
生

ω
・
2
・
目
前
奴

鈴
木
貞
一
様

東
急
電
鉄
、
東
急
航
空
、
陸
と
空
の
運
輸
業
務
に
尽
さ
れ

ま
し
た
。
九
九
年
ニ
ュ

l
オ
1
タ
ニ
イ
ン
で
の
集
合
写
真
、

1
0
7
名
の
真
ん
中
に
お
元
気
な
頃
の
お
姿
が
在
り
ま
す
。


